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＜併給の組み合わせ例＞�

平成18年4月から可能になります�

老齢厚生年金�
（報酬比例部分）�

老齢基礎年金�

①�

障害厚生年金�

障害基礎年金�

②�

老齢厚生年金�
（報酬比例部分）�

障害基礎年金�

③�
遺族厚生年金�

（報酬比例部分）�

障害基礎年金�

④�

������
������
������
������
������
������
������
������
������
������
������
������
������
������
������
������
������

目標額約９６億円

人事・組織
の見直し

目標額約２７億円

事業・施策
の見直し

目標額約６３億円

財政の効果的・
効率的な運営

目標額約６億円

公営企業の
経営改善

国
民
年
金
法
改
正

の
お
知
ら
せ

第３号被保険者
の特例届け出

６５歳までに手続きを

障害基礎年金との
併給調整の緩和

������������������
������������������
������������������
������������������
������������������
������������������「市民の警察官」賞贈呈

安全なまちづくりに貢献の５人へ

土・日曜、祝日に取り扱う
税務証明を追加

アクタ西宮ステーション

第
３
次
西
宮
市
行
財
政
改
善
実
施

計
画
の
あ
ら
ま
し

市が赤字再建団体になると、サー
ビス水準の切下げや公共施設の統廃
合・民営化・廃止などにより、市の独
自性による自治体運営ができなくな
ります。
そこで、第３次西宮市行財政改善実
施計画を着実に実施し、実質収支の
赤字額が本市の赤字再建団体の指定
要件とされる約１７８億円を下回るよ
うにします。

主
な
取
り
組
み
内
容

第
３
次
西
宮
市
行
財
政
改
善

実
施
計
画
の
主
な
取
り
組
み
内

容
は
次
の
と
お
り
で
す
。
こ
れ

ら
を
実
施
し
た
場
合
、
平
成
１７

年
度
当
初
予
算
を
反
映
し
た
財

政
収
支
試
算
表
と
の
比
較
は
下

表
の
と
お
り
に
な
り
ま
す
。

な
お
、
不
足
す
る
財
源
は
、

１８
年
度
以
降
に
実
施
予
定
の
取

り
組
み
の
目
標
額
設
定
、
第
３

次
西
宮
市
総
合
計
画
の
実
施
計

画
に
お
け
る
事
業
の
見
直
し
、

予
算
の
よ
り
厳
格
な
執
行
管
理

な
ど
で
解
消
に
努
め
ま
す
。

◎
特
別
職
の
報
酬
等
の
減
額

…
市
長
２０
％
、
助
役
１５
％
、
議

員
５
％
な
ど
特
別
職
の
報
酬
等

を
減
額
す
る

◎
職
員
の
給
料
等
を
減
額
…

職
員
の
給
料
を
平
均
４
・
２
％
、

管
理
職
員
特
別
勤
務
手
当
を
１０

％
、住
居
手
当
を
５
％
減
額
し
、

管
理
職
手
当
の
支
給
率
を
２
％

ず
つ
引
き
下
げ
、
退
職
時
の
特

別
昇
給
を
廃
止
す
る

◎
正
規
職
員
の
減
員
…
正
規

職
員
を
４
年
間
で
約
２
０
０
人

減
員
す
る

◎
市
政
ニ
ュ
ー
ス
編
集
業
務

の
見
直
し

◎
固
定
資
産
税
の
社
会
保
険

医
等
減
免
の
廃
止
…
減
免
措
置

を
廃
止
す
る

◎
地
域
情
報
誌
「
宮
っ
子
」

の
見
直
し

◎
敬
老
事
業
の
見
直
し
…
介

護
保
険
制
度
の
改
正
に
合
わ
せ
、

敬
老
事
業
の
あ
り
方
を
見
直
す

◎
保
育
サ
ー
ビ
ス
の
あ
り
方

の
見
直
し
…
市
立
保
育
所
の
民

営
化
、
保
育
所
設
置
に
か
か
る

規
制
緩
和
な
ど
、
保
育
サ
ー
ビ

ス
の
あ
り
方
に
つ
い
て
見
直
す

◎
学
校
開
放
事
業
の
見
直
し

…
各
地
域
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
２１

の
設
立
に
と
も
な
い
体
育
施
設

に
か
か
る
事
業
委
託
を
廃
止
す

る
◎
市
単
独
扶
助
費
の
見
直
し

…
他
都
市
の
サ
ー
ビ
ス
水
準
と

の
均
衡
を
考
慮
し
つ
つ
市
単
独

扶
助
費
を
縮
小
・
廃
止
す
る

◎
民
間
委
託
の
推
進
…
効
率

的
な
市
民
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
と

経
費
節
減
の
た
め
、
民
間
委
託

を
推
進
す
る

◎
使
用
料
・
手
数
料
等
の
改

定
等
…
受
益
の
程
度
に
応
じ
た

負
担
の
公
平
化
・
適
正
化
を
図

り
、
減
免
制
度
を
見
直
す

◎
物
件
費
な
ど
の
節
減
…
物

件
費
の
削
減
、
内
部
管
理
経
費

の
見
直
し
に
よ
り
、
経
費
を
節

減
す
る

◎
職
員
貸
与
被
服
の
見
直
し

…
冬
事
務
服
等
の
職
員
貸
与
被

服
は
廃
止
を
含
め
て
見
直
す

◎
団
体
等
に
対
す
る
補
助
金

支
出
の
見
直
し
…
団
体
等
に
支

出
し
て
い
る
補
助
金
を
見
直
す

◎
下
水
道
事
業
の
経
営
改
善

…
使
用
料
等
の
増
収
を
図
り
維

持
管
理
経
費
を
一
層
節
減
す
る

◎
食
肉
セ
ン
タ
ー
の
あ
り
方

の
検
討
…
食
肉
セ
ン
タ
ー
の
あ

り
方
に
つ
い
て
基
本
方
針
を
定

め
る◎

遊
休
市
有
地
の
売
却
…
具

体
的
な
利
用
計
画
が
未
定
の
市

有
地
を
整
理
・
集
約
し
、
順
次

売
却
す
る

◎
市
税
、
国
民
健
康
保
険
料

等
の
収
納
・
滞
納
対
策
…
収
納

体
制
の
強
化
な
ど
に
よ
り
、
滞

納
額
を
縮
小
す
る

◎
中
央
病
院
事
業
の
経
営
改

善
…
現
在
取
り
組
ん
で
い
る
経

営
健
全
化
計
画
を
着
実
に
推
進

◎
水
道
事
業
の
経
営
改
善
…

現
在
取
り
組
ん
で
い
る
経
営
改

善
を
着
実
に
推
進

①市長をはじめ特別職の報酬、
職員の人件費など内部管理経費を
平成１７年度から削減する（全体目
標額の約６０％）
②市民サービスに直接関わるも
のは、サービス低下を極力抑え、
主に平成１８年度から実施する（全
体目標額の約１０％）

こ
の
た
び
国
民
年
金
法
が
改

正
さ
れ
、
次
の
内
容
が
変
更
に

な
り
ま
し
た
。

サ
ラ
リ
ー
マ
ン
の
妻
な
ど
、

厚
生
年
金
や
共
済
組
合
の
加
入

者
に
扶
養
さ
れ
て
い
る
配
偶
者

は
、
国
民
年
金
の
「
第
３
号
被

保
険
者
」
で
す
。
夫
が
転
職
し

た
場
合
や
第
３
号
被
保
険
者

（
妻
）
が
就
職
し
て
厚
生
年
金

に
加
入
し
、
そ
の
後
退
職
し
た

場
合
は
、
新
た
に
「
第
３
号
被

保
険
者
該
当
届
け
」
の
届
け
出

が
必
要
で
す
。
こ
の
届
け
出
を

忘
れ
て
い
た
場
合
、
こ
れ
ま
で

は
届
け
出
が
あ
っ
た
と
き
か
ら
、

過
去
２
年
間
し
か
遡
及（
そ
き
ゅ

う
）認
定
さ
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。

こ
の
た
び
国
民
年
金
法
が
改
正

さ
れ
、
昭
和
６１
年
４
月
以
降
に

被
扶
養
配
偶
者
で
あ
っ
た
期
間

が
、
第
３
号
被
保
険
者
期
間
と

し
て
認
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。
す
で
に
年
金
を
受
給

中
の
人
は
、
届
け
出
の
翌
月
か

ら
年
金
額
が
改
定
さ
れ
ま
す
。

原
則
と
し
て
届
け
出
が
必
要

に
な
り
ま
す
の
で
、
該
当
す
る

と
思
わ
れ
る
人
は
、
西
宮
社
会

保
険
事
務
所
（
０
７
９
８
・
３

３
・
１
２
８
５
）
ま
た
は
扶
養

者
の
勤
務
先
の
各
社
会
保
険
事

務
所
へ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

現
在
、
障
害
の
あ
る
人
が
６５

歳
か
ら
受
給
す
る
年
金
は
、
①

「
老
齢
を
支
給
事
由
と
す
る
年

金
」
ま
た
は
②
「
障
害
を
支
給

事
由
と
す
る
年
金
」
の
い
ず
れ

か
を
選
択
す
る
こ
と
に
な
っ
て

い
ま
す
が
、
国
民
年
金
法
が
改

正
さ
れ
、平
成
１８
年
４
月
か
ら
、

③
「
障
害
基
礎
年
金
と
老
齢
厚

生
（
共
済
）
年
金
と
の
併
給
」

が
可
能
に
な
り
ま
す
。
ま
た
、

④
遺
族
厚
生
（
共
済
）
年
金
も

同
じ
扱
い
に
な
り
、
障
害
基
礎

年
金
と
の
併
給
が
可
能
に
な
り

ま
す
�
下
図
参
照
。

な
お
、
障
害
基
礎
年
金
の
請

求
手
続
き
は
、
原
則
と
し
て
６５

歳
ま
で
に
行
う
必
要
が
あ
り
ま

す
。
６０
歳
か
ら
６５
歳
未
満
の
人

に
支
給
さ
れ
る
「
特
別
支
給
の

老
齢
厚
生
（
共
済
）
年
金
」
ま

た
は
「
遺
族
厚
生
（
共
済
）
年

金
」
の
受
給
者
で
、
障
害
基
礎

年
金
を
請
求
し
て
い
な
い
６５
歳

未
満
の
人
は
、
早
急
に
西
宮
社

会
保
険
事
務
所
（
０
７
９
８
・

３
３
・
１
２
８
５
）
ま
た
は
市

年
金
グ
ル
ー
プ
（
０
７
９
８
・

３
５
・
３
１
２
４
）
へ
ご
相
談

く
だ
さ
い
。

市
は
毎
年
、
市
内
の
警
察
署

に
勤
務
し
、
安
全
で
住
み
よ
い

ま
ち
づ
く
り
に
活
躍
し
て
い
る

警
察
官
に
「
西
宮
市
民
の
警
察

官
」
賞
を
贈
っ
て
い
ま
す
。

今
年
は
、
２
月
９
日
に
、
次

の
５
人
の
皆
さ
ん
へ
山
田
市
長

か
ら
表
彰
額
な
ど
を
贈
呈
し
ま

し
た
。

問
合
せ
は
秘
書
・
国
際
課（
０

７
９
８
・
３
５
・
３
４
３
２
）

へ
。�

倉
本
幸
起
さ
ん
（
西
宮
警

察
署
）

警
衛
警
護
、
災
害
対

策
業
務
に
従
事
す
る
一
方
、
外

国
人
犯
罪
の
検
挙
に
お
い
て
中

心
的
役
割
を
担
い
、
市
民
の
安

全
確
保
に
貢
献

�
林

泉
さ
ん
（
西
宮
警
察

署
）

警
察
署
協
議
会
の
運
営

に
従
事
す
る
と
と
も
に
、
被
害

者
対
策
を
積
極
的
に
推
進
す
る

な
ど
、
市
民
の
安
全
確
保
に
貢

献
�
�
瀬
簡
賜
さ
ん
（
西
宮
警

察
署
）

交
通
規
制
業
務
を
担

当
し
、
道
路
交
通
の
安
全
と
円

滑
化
を
図
る
一
方
、
交
通
安
全

教
育
等
に
積
極
的
に
従
事
し
、

市
民
の
安
全
確
保
に
貢
献

�
西
野
正
一
さ
ん
（
甲
子
園

警
察
署
）

自
動
車
警
ら
班
主

任
と
し
て
初
動
活
動
を
行
い
、

数
々
の
事
件
を
検
挙
す
る
一
方
、

事
件
事
故
に
対
す
る
指
令
を
行

い
、
市
民
の
安
全
確
保
に
貢
献

�
佐
藤

弘
さ
ん
（
甲
子
園

警
察
署
）

交
通
規
制
業
務
を

担
当
し
、
道
路
交
通
の
円
滑
化

を
図
る
一
方
、
年
少
者
・
高
齢

者
へ
の
交
通
安
全
教
育
を
推
進

し
、
市
民
の
安
全
確
保
に
貢
献

ア
ク
タ
西
宮
ス
テ
ー
シ
ョ

ン（
ア
ク
タ
西
宮
西
館
３
階
）

は
、土
・
日
曜
、祝
日
の
業
務

を
拡
大
し
ま
す
。
現
在
、土
・

日
曜
、
祝
日
に
取
り
扱
う
税

務
証
明
は「
市
・
県
民
税
課
税

証
明
書
」、「
市
・
県
民
税
所
得

証
明
書
」（
い
ず
れ
も
個
人

の
現
年
度
分
）
の
み
で
す
が
、

３
月
５
日
か
ら
別
表
の
税
務
証

明
も
取
り
扱
い
ま
す
。

問
合
せ
は
ア
ク
タ
西
宮
ス
テ

ー
シ
ョ
ン
（
０
７
９
８
・
６
５
・

６
９
３
０
）
へ
。

〈第３次行財政改善の目標と財政収支試算表との比較〉
【財政収支試算表】平成１７年２月試算・普通会計一般財源ベース（注１）
※平成１７年度当初予算での取り組みを反映しています （単位：百万円）

合 計

４０６，５３３

４３５，１３７

△２８，６０４

５，４１７

△２３，１８７

【第３次西宮市行財政改善実施計画の目標】 （単位：百万円）

１９，１５７

１２，３６２

６，７９５

△１６，３９２

（注１）「普通会計」は、地方公共団体における地方公営事業以外の会計を一つに
まとめたもので、地方財政統計上統一的に用いられる会計区分

（注２）「財政基金等」は、年度間の財源の不均衡を調整する基金で、財源に余裕の
ある年度に積立てを行い、財源不足が生じる年度に活用するために設置し
ている。財政基金、減債基金等がある

（注３）財政収支試算表の対象外の特別会計、企業会計の取り組みも含む
（注４）Ｆは、平成１７年度当初予算・上記試算表に反映していない取り組みで、今

後取り組んでいく予定のもの

２０年度

１００，９２０

１１１，２０７

△１０，２８７

０

△１０，２８７

△２３，１８７

６，２８０

３，５７９

２，７０１

△７，５８６

△１６，３９２

１９年度

１００，９５１

１０７，１９２

△６，２４１

０

△６，２４１

△１２，９００

５，４３１

３，１１６

２，３１５

△３，９２６

△８，８０６

１８年度

１０１，０１６

１０８，３２１

△７，３０５

６４６

△６，６５９

△６，６５９

４，４５７

２，９４４

１，５１３

△５，１４６

△４，８８０

１７年度

１０３，６４６

１０８，４１７

△４，７７１

４，７７１

０

０

２，９８９

２，７２３

２６６

２６６

２６６

区 分

歳 入 Ａ

歳 出 Ｂ

歳入歳出差引 Ｃ（Ａ－Ｂ）

財政基金等繰入金（注２） Ｄ

単年度収支 Ｅ（Ｃ＋Ｄ）

実質収支（財源不足累計額）

第３次行財政改善実施計画の目標額

上記試算表に含まれている取り組み等（注３）

今後の取り組み（注４） Ｆ

計画実施後の単年度収支 Ｅ＋Ｆ

計画実施後の実質収支

別表

（注）納税義務者（同居の親族、委任状持参者
を含む。死亡者は除く）に交付。固定資産の
証明は、当該年度の１月１日の名義人のみ

新たに取り扱う土・日曜、祝日の業務
※３月５日以降の取り扱いになります

受付時間：午前９時～午後７時

固定資産課税台帳登録事項証明書（評価証明）
の交付…現年度のみ（注）

各種納税証明書の交付（未納分を当日納付
された場合、その日に交付できません）
①固定資産税・都市計画税（償却資産税

を除く）…直近２年分（注）
②軽自動車税…車検用。滞納が無いこと
の証明
③市・県民税（法人市民税を除く）…直近
２年分（注）

問
合
せ
は
行
財
政
改
善
グ
ル
ー
プ

（
０
７
９
８
・
３
５
・
３
３
９
９
）へ

【
基
本
的
な
考
え
方
】

�セーリング
�新体操
�ボクシング

�スポーツ芸術

�日本拳法
�ティーボール

西宮市の開催種目

デモスポ行事

正式種目

公開競技

平成１７年（２００５年）２月２５日 （２）

西宮市ホームページ／http://www.nishi.or.jp/


